
　専用のソフトを利用して、PCなどで遊べる国史跡・伊勢遺跡の謎に挑むクイズRPGをみんなで創り上げま
す。伊勢遺跡を学んで、ゲームのシナリオ、マップ、キャラクターデザイン、クイズ作成、広報活動にチャレン
ジできるスペシャル講座です。夏休みは、伊勢遺跡でゲームクリエイターになりましょう。
　ゲームは一般配布し、世界中の人に遊んでもらう予定です。

時・連 内容

① ７月12日（日）
午前10時～午後４時

オリエンテーション、伊勢遺跡を学ぼう、チー
ム分け
※可能な限り保護者同伴で参加

② ７月22日（水）
午前10時～午後４時

シナリオを作ろう、チーム作業①（クイズ作成、
キャラクターデザイン、マップ作製）

③ ７月29日（水）
午後１時～４時 チーム作業②

④ ８月 ５日（水）
午後１時～４時 チーム作業③

⑤ ８月12日（水）
午後１時～４時

チーム作業まとめ、テストプレイ、広報活動に
ついて

⑥ ８月26日（水）
午後１時～４時 テストプレイ修正、広報活動、ゲーム公開

伊勢遺跡史跡公園 連続講座
クイズRPG「伊勢遺跡の謎を解き明かせ（仮）」を創り上げよう

問文化財保護課　 （582）1156　 （582）9441

所�伊勢遺跡史跡公園 遺構展示施設
　（駐車場・駐輪場あり）
講�文化財保護課 職員
対�市内在住・在学の小学5年～中学3年生
定�15人
申�7月8日（水）までに下記申込フォームへ。

申込フォーム講座チラシ

令和8年度 近江弥生文化セミナー
近江における弥生・古墳時代の遺跡発掘調査成果～発掘調査成果の現地公開と報道をめぐって～

所・問伊勢遺跡史跡公園　 ・ （599）3223　 iseiseki@eagle.ocn.ne.jp
　近年の発掘調査の成果によって、こ
れまで不明であった集落や墓の様子
が判明し、地域の豊かな歴史を知るこ
とができました。その成果は、現地説
明会や新聞報道で知ることができま
すが、市民に公開される現場は少なく、
限られた情報しか得られません。
　本年度は、発掘調査の成果を学術的
に評価し、その成果を広く市民に公開
できた事例について、県内の研究者を
迎えて報告します。
定�各40人
申�各開催日の2週間前からメールま
たは電話で上記へ。

日時
（午後2時～3時30分） 内容・講師

① ６月28日（日）

特別講演
文化財はどのように活用できるか
－災害復興から文化財保護の意義を考える－
講木

き
許
もと

 守
まもる

さん
　（龍谷大学文学部歴史学科 文化遺産学専攻 教授）

② 7月19日（日）

古墳時代の板塀出土
－大津市穴太遺跡（南川原地区）の発掘調査－
講山

やま
崎
ざき

 公
こう

輔
すけ

さん
　（大津市教育委員会 文化財保護課）

③ 9月20日（日）

近畿最大級の掘立柱建物跡発見
－栗東市中沢遺跡の調査－
講近

こん
藤
どう

 広
ひろむ

さん
　（公益財団法人 栗東市スポーツ協会）

④ 12月20日（日）

琵琶湖と日本海つなぐ交流拠点
－高島市上御殿遺跡の発掘調査－
講福

ふく
井
い

 知
とも

樹
き

さん
　�（公益財団法人 滋賀県文化財保護協会）

⑤ 令和9年１月17日（日）

前方後方墳は滋賀発祥か
－守山市笠原南遺跡の発掘調査－
講堀

ほり
 真
まさ

人
と

さん
　（公益財団法人 滋賀県文化財保護協会）
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プ

https://logoform.jp/form/hYti/1591352
https://www.city.moriyama.lg.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/015/190/game.pdf

